
２０１２年３月期

第２四半期決算説明会
（２０１１年４月1日～２０１１年９月３０日）

２０１２年３月期

第２四半期決算説明会
（２０１１年４月1日～２０１１年９月３０日）

  

証券コード ２１７９

２０１１年１２月１日



1

中間決算ハイライト・通期見通し

売上高、営業利益、経常利益、純利益さらに利益率も計画を上回る

外部環境が不透明であること、教室展開の費用が下期に増加する傾向にあることから、

通期の業績見通しは期初計画を据え置き

２.０１６９+２２.９+１１１.６６３１.４５１当期純利益

５.０４１８+４６.９+５４４.４１７０３.０１１５経 常 利 益

５.６４６６+３４.２+４８４.８１８９３.７１４０営 業 利 益

１００.０８,３６５+２.６+１００１００.０３,９０５１００.０３,８０５売 上 高

構成比
（％）

（百万円）
増減比
（％）

（百万円）
構成比
（％）

（百万円）
構成比
（％）

（百万円）

計画比実績計画
通期見通し

中間
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２０１２年３月期第２四半期

損益の状況

売上高について

• 教育関連事業のなかでも個別指導部門が好調に推移

利益について

• 人件費等の費用が増加したものの売上高の伸びにより吸収し、営業利益・経常利益は３０％以上計画を

上回る

• 法人税の負担が増加したものの、当期純利益は計画を２２.９％上回る

―１２２.９+１１６３５１当 期 純 利 益

＋１４０.１１４６.９+５４１７０１１５経 常 利 益

＋１２９.０１３４.２+４８１８９１４０営 業 利 益

＋１２.２１０２.６+１００３,９０５３,８０５売 上 高

前 年 比達 成 率計画比実 績計 画

【単位：百万円、％】

〔注：前年比は６ヶ月（２０１０年４月～２０１０年９月）概算額と比較した場合の増減率〕
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２０１２年３月期第２四半期

セグメント別売上高

教育関連事業

• クラス指導部門は１人当たりの単価が計画を下回ったため売上は計画に及ばなかったが、

前年比では３.３％増加

• 個別指導部門は塾生数が計画を上回ったことに伴い、売上も計画を達成、さらに前年比でも２２.０％増加

不動産賃貸事業・飲食事業

• 不動産の自社利用スペースの増加ならびに不採算飲食店舗の閉鎖による影響で前年を下回るものの、

予想の範囲に収まり、計画を達成

△９.５１００.６+０８９８９飲 食 事 業

△０.３１０３.９+１２８２７不 動 産 賃 貸 事 業

＋２０.４１８８.２+４９４そ の 他

＋２２.０１０９.２+１７６２,０９７１,９２０個 別 指 導 部 門

＋３.３９５.３△８２１,６８１１,７６３ク ラ ス 指 導 部 門

＋１２.９１０２.７+９８３,７８７３,６８８教 育 関 連 事 業

前年比達成率計画比実 績計 画

【単位：百万円、％】

〔注：前年比は６ヶ月（２０１０年４月～２０１０年９月）概算額と比較した場合の増減率〕
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２０１２年３月期第２四半期

ブランド別売上高

△３６.８３９.０△２１３そ の 他

＋２８.８１１９.２+１６１０１８５ア イ ナ ッ ク

＋２６.２１２１.９+２７１５３１２５代ゼミサテライン予備校

＋２１.４１０７.９+１３４１,８４０１,７０６フ リーステップ ・ソフィア

＋２２.０１０９.２+１７６２,０９７１,９２０個 別 指 導 部 門 合 計

△６.１１１３.４+２１７１５そ の 他

△１４.５７９.９△２３９１１１４Ｆ Ｅ Ｌ Ｉ Ｘ

△５.５９０.８△２２２２３２４６京 大 セ ミ ナ ー

＋６.２１０４.７+２６１５８エ ー ル 進 学 教 室

＋６.６９６.９△４１１,２８６１,３２７開 成 教 育 セ ミ ナ ー

＋３.３９５.３△８２１,６８１１,７６３ク ラ ス 指 導 部 門 合 計

前年比達成率計画比実 績計 画

【単位：百万円、％】

（クラス指導部門の「その他」は主に学校法人等への派遣事業、個別指導部門の「その他」は家庭教師派遣事業等を示す）

〔注：前年比は６ヶ月（２０１０年４月～２０１０年９月）概算額と比較した場合の増減率〕
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２０１２年３月期第２四半期

費用内訳

人件費

• 売上高の伸びに伴い増加するもののほぼ計画の範囲に収まる

教室等設備投資費用

• ９月末までの新規開校は計画通りにすすむ

• 塾生の増加に伴い、既存教室の増床・改装（大阪府５教室）を実施、投資費用は計画を超過する

その他の費用については、ほぼ計画通りにすすみ、売上高の伸びで吸収できる範囲に収まる

＋９.３１０１.４+５２３,７１６３,６６４売上原価・販売管理費合計

＋３.７１０１.３+１１９２０９０８そ の 他 費 用

＋３３.１１０３.２+４１５４１４９広 告 宣 伝 費

△４.７１３５.７+１７６５４８教 室 等 設 備 投 資 費 用

＋５.９９９.６△２５７９５８２家 賃

＋１２.１１０１.０+２０１,９９５１,９７５人 件 費

前年比達成率計画比実 績計 画

【単位：百万円、％】

〔注：前年比は６ヶ月（２０１０年４月～２０１０年９月）概算額と比較した場合の増減率〕
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２０１２年３月期第２四半期

グループ塾生数の推移

２１,８７０１９,２０５１６,４９７１３,７４０１２,７８６グ ル ー プ 塾生数

１１,９６２９,７６１７,９９１６,８４８６,１６７個 別 指 導 部 門

９,９０８９,４４４８,５０６６,８９２６,６１９ク ラ ス 指 導 部 門

２０１１年２０１０年２００９年２００８年２００７年

〔注：塾生数は９月末の実績値を記載〕

０

３,０００

６,０００

９,０００

１２,０００

１５,０００

０７年９月 ０８年９月 ０９年９月 １０年９月 １１年９月

（部門別）

０

５,０００

１０,０００

１５,０００

２０,０００

２５,０００

（グループ）グループ合計

クラス指導

個別指導

０９年３月
　京大セミナー

０９年１２月
　　アイナック
１０年３月
　　フェリックス

グループ塾生数
前年比　１１３.９％
計画比　１０４.２％
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２０１２年３月期第２四半期

部門別グループ塾生数の状況
【クラス指導部門】 【個別指導部門】

• 期初は計画通りに推移したものの、夏期特別授

業での取り込みが計画に及ばす、９月の塾生数

は計画を下回る

• ９月時点で約５％前年を上回って塾生数は増加

• 例年より早めにキャンペーンを実施したことで

塾生の取り込みに成功

• ６月には、部門別塾生数で初めて１万人の大台

を突破し、好調に推移

前年

計画

実績

７,５００

９,０００

１０,５００

１２,０００

４月 ７月 １０月 １月

前年比　１２２.５％
計画比　１０８.４％

前年
計画

実績

７,０００

８,０００

９,０００

１０,０００

４月 ７月 １０月 １月

前年比　１０４.９％
計画比　　９９.５％
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教室展開の状況

• 近畿圏は、計画通りの新規開校となることが

ほぼ確定

• 首都圏は、７月に１教室を開校、下期に２教室

の新規開校を決定

• ３月に大阪府の４教室（併設１・個別指導３）を

閉鎖することを決定

個別指導学院フリーステップ２０１１年１１月東京都杉並区井 荻 教 室

開成教育セミナー・個別指導学院フリーステップ２０１１年１１月東京都西東京市保 谷 教 室

開成教育セミナー２０１１年１１月大阪府八尾市河内山本教室

個別指導学院フリーステップ （ＦＣ教室の直営化）２０１１年８月大阪府岸和田市春木駅前教室

個別指導学院フリーステップ２０１１年７月東京都中野区富士見台教室

個別指導学院フリーステップ２０１１年７月大阪府門真市古 川 橋 教 室

開講ブランド開校月（予定月）所在地教室名

１９４１８５期 末 拠 点 数

４―閉 鎖 拠 点

４―単 独 化

５１首 都 圏

７２近 畿 圏新規
教室

１８２前 期 末 拠 点 数

通期計画中間実績
期初計画通りの新規教室の展開となる見込み
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河内山本教室
（クラス指導・１１月開校）春木駅前教室

（個別指導・８月開校）

古川橋教室（個別・７月開校）

近畿圏の教室展開の状況

教室展開の状況

自由が丘教室〔ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ展開〕

（個別指導・９月開校）

井荻教室
（個別指導・１１月開校）

保谷教室
（併設・１１月開校）

富士見台教室
（個別指導・７月開校）

東京都の教室展開の状況

大阪府
１２３

奈良県
１ 東京都

６

京都府
１４

兵庫県
１６

滋賀県
２５

グループ拠点数 １８５教室
（２０１１年９月末）
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教室展開の状況（部門別）
【クラス指導部門】 【個別指導部門】

１０２９６期 末 教 室 数

１―閉 鎖 教 室

３―首 都 圏

４―近 畿 圏新 規
教 室

９６前 期 末 教 室 数

通期計画中間実績

１５１１４６期 末 教 室 数

４―閉 鎖 教 室

５１首 都 圏

７２近 畿 圏新 規
教 室

１４３前 期 末 教 室 数

通期計画中間実績

６５

６５

６６

１７

１７

１８

４

４

４

５

６

７

３

４

７

０ １５ ３０ ４５ ６０ ７５ ９０ １０５

１０/５期

１１/３期

１２/３期
（計画）

９４

９６

１０２

９０

９５

９５

１７

１７

１８

１４

１６

１７

１０

１２

１３

１

１

１

７

２

０

０ ２５ ５０ ７５ １００ １２５ １５０

１０/５期

１１/３期

１２/３期
（計画）

１３２

１４３

１５１

大阪府 滋賀県 兵庫県 京都府 奈良県 東京都 合計
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２０１２年３月期第２四半期

貸借対照表

流動資産

• 営業未収入金、商品（教材等）の多い３月

の特殊性がなくなり、営業未収入金は前期

末比△３７百万円、商品は同△１０百万円

固定資産

• 上期は教室開校が少ないことから、投資額

よりも償却額が上回り、有形固定資産は前

期末比△２６百万円

負債

• 有利子負債は、短期借入金が増加したこと

により前期末比＋３８百万円

• 未払残高の多い３月の特殊性がなくなり未

払金は前期末比△１６０百万円

純資産

• 利益剰余金の増加により純資産は前期末

比＋３９百万円

【単位：百万円】

５,１８４５,０６７総 資 産

１,４６０１,４９９純 資 産

２０４１１５未 払 法 人 税 等

３１７１５７未 払 金

１,９４３１,９８１有 利 子 負 債

３,７２３３,５６８負 債

１,０５３１,０５７投資その他の資産

１９２１７６無 形 固 定 資 産

２,２３１２,２０５有 形 固 定 資 産

３,４７６３,４３９固 定 資 産

４１３０商 品

４６３４２５営 業 未 収 入 金

９１１９３３現 金 及 び 預 金

１,７０７１,６２８流 動 資 産

１１/３１２/３（２Ｑ）
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２０１２年３月期第２四半期

キャッシュ・フロー計算書

営業活動によるキャッシュ・フロー 前中間末比△３７６百万円

• 税金等調整前四半期純利益 ＋１２６百万円

• 仕入債権、未払金、未払費用の減少額 △３８４百万円

• 特別損失計上によるキャッシュフロー増加額 △１１７百万円

投資活動によるキャッシュ・フロー 前中間末比＋１４７百万円

• 有形固定資産の取得による支出 ＋１４４百万円

（前中間末は１１月末であるため、９月末時点よりも新規教室開校の進捗がすすんでいる）

財務活動によるキャッシュ・フロー 前中間末比＋１３６百万円

• 短期借入金の純増減額 ＋２００百万円

【単位：百万円】

６７８８４５現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高

△１４４△７財務活動によるキャッシュ ・ フロー

△２６７△１２０投資活動によるキャッシュ ・ フロー

４７１９５営業活動によるキャッシュ ・ フロー

１１/３（２Ｑ）１２/３（２Ｑ）

〔注：１１/３期は決算期変更の経過期間のため、６月～１１月の６ヶ月間〕
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２０１２年３月期

通期業績見通し

売上高

• 塾生数および売上高は好調に推移していることから、期初計画を達成する見込み

利益

• 冬期講習、新春にかけて教室展開を予定

• 来期は創業３０周年を迎えることから、積極的に広報活動を行う予定

〔注：前年比は１２ヶ月（２０１０年４月～２０１１年３月）概算額と比較した場合の増減率〕

＋６８.２２.０１６９６３当 期 純 利 益

△１０.７５.０４１８１７０経 常 利 益

△５.１５.６４６６１８９営 業 利 益

＋８.０１００.０８,３６５３,９０５売 上 高

前年比売上高比率通期見通し第２四半期

【単位：百万円、％】
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２０１２年３月期

セグメント別売上高

クラス指導部門

• 低価格帯の塾生が多くなっており、１人当たり単価が下落傾向

• 受験にむけた取り込みを積極的に行い、受講講座数の増加、単価上昇につなげる

個別指導部門

• 夏期特別授業も好調に推移し、塾生数の底上げに成功

• いつでも入塾できる個別指導部門の特徴を活かし、さらなる塾生数増加を図る

不動産賃貸事業、飲食事業については、上期の趨勢を維持し、計画達成を図る

△４.４２.２１８０８９飲 食 事 業

△８.００.６５３２８不 動 産 賃 貸 事 業

△３９.８０.１４９そ の 他

＋９.６５３.２４,４４８２,０９７個 別 指 導 部 門

＋７.３４４.０３,６７７１,６８１ク ラ ス 指 導 部 門

＋８.５９７.２８,１３１３,７８７教 育 関 連 事 業

前年比構成比通期見通し第２四半期

【単位：百万円、％】

〔注：前年比は１２ヶ月（２０１０年４月～２０１１年３月）概算額と比較した場合の増減率〕
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２０１２年３月期

ブランド別売上高

＋７６.７７１そ の 他

＋８.４１８０１０１ア イ ナ ッ ク

＋３１.４４１３１５３代 ゼ ミ サ テ ラ イ ン 予 備 校

＋７.６３,８４７１,８４０フ リ ー ス テ ッ プ ・ ソ フ ィ ア

＋９.６４,４４８２,０９７個 別 指 導 部 門 合 計

△１７.４３１１７そ の 他

＋１０.３２２４９１Ｆ Ｅ Ｌ Ｉ Ｘ

＋０.７４８８２２３京 大 セ ミ ナ ー

＋４.７１２９６１エ ー ル 進 学 教 室

＋８.８２,８０３１,２８６開 成 教 育 セ ミ ナ ー

＋７.３３,６７７１,６８１ク ラ ス 指 導 部 門 合 計

前年比通期見通し第２四半期

【単位：百万円、％】

〔注：前年比は１２ヶ月（２０１０年４月～２０１１年３月）概算額と比較した場合の増減率〕

（クラス指導部門の「その他」は主に学校法人等への派遣事業、個別指導部門の「その他」は家庭教師派遣事業等を示す）
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２０１２年３月期

費用内訳

人件費

• 売上高が計画を上回る傾向にあることから、人件費も上振れる可能性あり

教室等設備投資費用

• 通期で計画している新規開校の多くを新年度に合わせて下期に実施

• 既存教室の拡大等の設備投資需要あり

広告宣伝費

• 創業３０周年にむけて積極的な広報活動を実施予定

その他の費用については、概ね期初計画通りに推移することが見込まれる

＋８.９９４.４７,８９９３,７１６売上原価・販売管理費合計

＋５.４２２.７１,８９８９２０そ の 他 費 用

＋３６.４６.１５１１１５４広 告 宣 伝 費

△３.３１.９１５９６５教 室 等 設 備 投 資 費 用

＋６.９１４.２１,１９２５７９家 賃

＋９.０４９.５４,１３７１,９９５人 件 費

前年比売上高比率通期見通し第２四半期

【単位：百万円】

〔注：前年比は１２ヶ月（２０１０年４月～２０１１年３月）概算額と比較した場合の増減率〕
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２０１２年３月期

配当予想

１２/３期は当初予想より増配を予定（年間１４円６０銭から１５円６０銭へ）

• 中間決算では計画を上回る利益を上げたこと

• 前期は変則決算で利益水準が高くなることから連結配当性向を２１％に抑えたこと

• 株主還元と安定的な配当を実施すべく前期を上回る配当を予定

【配当の基本方針】

長期にわたる安定基盤の確立に努めるとともに、

連結配当性向２５％程度の配当を目安とし、継続的かつ安定的な配当を実施

【配当額と連結配当性向の推移】

１１.２５
６.２５ ７.７０ ７.８０

２１.００

１１.２５

６.２５
７.７０ ７.８０

２１.００
２２.５０

１２.５０
１５.４０ １５.６０

２４.０

５７.６ ５２.７

２１.０ ２７.０

０.００

１０.００

２０.００

３０.００

０８/５ ０９/５ １０/５ １１/３ １２/３

△１５０.０

△１００.０

△５０.０

０.０

５０.０

中間配当額（円） 期末配当額（円） 連結配当性向（％）
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本資料について

株式会社成学社 管理部

ＴＥＬ ０６－６３７３－１５９５ ＦＡＸ ０６－６３７３－１５７９

本資料で記述されている業績予想並びに将来予測は、現時点で入手可能な情報に

基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。

そのため、実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となること

があることをご留意ください。

〒５３０－００１５ 大阪市北区中崎西３－１－２

＜問い合わせ先＞


